
 

 

        

 私の子どもが通う学校では、見守り当番があり、保護者は地域の子どもたちの登校の見守りを年に

数回行うことになっています。私も何度か見守り当番をしました。今のような気候の時期はよいので

すが、真夏の暑い日や真冬の寒い日は「つらいなあ」「行きたくないなあ」と思います。 

 ある日、登校の見守りを毎日しているボランティアの方に「こんな寒い日の見守りは嫌ではないで

すか？」と聞いたことがあります。すると、その方は「大変だけど、それ以上に子どもから元気をも

らえるから続けています」と迷いなく答えてくれました。そのとき、年に数回しか見守りをしないの

に「つらいなあ」「行きたくないなあ」と思った自分を情けなく思いました。 

 5月の初めに、中之口東小学校のセーフティスタッフ会議がありました。私は、会議の最後にセー

フティスタッフの方々に「どうして、登下校の見守りをしようと思ったのですか？」と聞いてみまし

た。すると、様々な答えが返ってきました。大きく分けると次の３つでした。 

 

１ 健康のため 

「運動になる」「生活リズムが整う」「体調がよくなる」「健康のもと」 

２ 家族が登下校しているから 

  「孫が登校しているから」「家族が事故にあわないか心配」 

３ 喜びがある 

  「子どもたちの元気な顔が見られる」 

  「『おはようございます！』と子どもたちが声をかけてくれるのがうれしい」 

  「子どもと話をするのが楽しい」 

 

 この結果から、中之口東小学校のセーフティスタッフの皆さんも、見守りを通して子どもから元気

をもらったりうれしい気持ちになったりしていることが分かりました。さらに、様々な情報交換を通

して、セーフティスタッフの皆さんが、子どもの安全をとても心配していることも分かりました。皆

さんは、中之口東小学校の子どもたちを宝物のように大切に思ってくれています。 

 このような地域の方々のおかげで、子どもたちの安全が確保されていることに感謝しています。ま

た、登下校の見守りに限らず、様々な場面でボランティアをしてくださる地域の皆様のおかげで教育

活動が充実していることも実感しています。本当にありがたいです。 

 保護者の皆様にお願いです。お子さんに、セーフティスタッフの皆さんやボランティアの方々に元

気にあいさつをするように声がけをしてください。よろしくお願いします。 

教育目標    進んで学ぶ子 なかよくする子 たくましい子 
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